
プロジェクト名 業務名 画⾯ID 画⾯名 作成⽇ 作成者 更新⽇ 更新者
会議予約システム 予約管理 会議室予約登録画⾯

画⾯レイアウト

会議室 選択してください　　　　　　　　　　　▼  ※利⽤料⾦︓100円/時間

予約者 ログインユーザー

参加者 例︓⼭⽥さん、⽥中さん、佐藤さん

⽬的 例︓新製品発表会

タイトル 例︓新製品発表会

開始⽇時  年 /⽉/⽇ --:--　　　　　　　　　!

終了⽇時  年 /⽉/⽇ --:--　　　　　　　　　!

利⽤料⾦

予約状態 

＿ □　×

会議室予約

予約する



更新者

№ 表⽰ラベル 項⽬名 データ型 I/O 表⽰位置 改⾏有無 必須 フォーマット デフォルト値 選択リスト サイズ 太さ ⽂字⾊ 背景⾊

1 message_area テキスト O 左寄せ あり ⾚

2 会議室予約 head_title ラベル O 左寄せ なし ⼤ Bold

3 会議室 meeting_room_name 選択リスト O 左寄せ なし 会議室情報テーブルの全レコー
ド

4 ※利⽤料⾦ hourly_rate ラベル O 左寄せ なし ︓###,###,##0円
/時間

5 予約者ID user_id hidden O 左寄せ なし ログインユーザーのID
6 予約者 user_name テキスト O 左寄せ なし ログインユーザーの名前
7 参加者 participants テキスト I/O 左寄せ あり
8 ⽬的 purpose テキスト I/O 左寄せ あり
9 タイトル title テキスト I/O 左寄せ なし

10 開始⽇時 start_datetime ⽇付 I/O 左寄せ なし ○ YYYY/M/D H:M:S
11 終了⽇時 end_datetime ⽇付 I/O 左寄せ なし ○ YYYY/M/D H:M:S
12 利⽤料⾦ usage_fee テキスト O 左寄せ なし ###,###,##0円
13 予約状態 reservation_status テキスト O 左寄せ なし 承認待ち
14 予約する reservation_button ボタン O 中央寄せ なし Bold ⽩ ⻘

⽇時ピッカーで選択する
⽇時ピッカーで選択する

予約処理を⾏う

アクション実⾏時やエラー時にメッセージを表⽰する

補⾜

プロジェクト名
会議予約システム

業務名
予約管理

画⾯ID 作成者 更新⽇画⾯名
会議室予約登録画⾯

作成⽇



画⾯名 作成⽇ 作成者 更新⽇ 更新者
会議室予約登録画⾯

№ チェック種別 項⽬名 データ型 № チェック チェックロジック 実現⽅法 エラー
メッセージID

1 単項⽬チェック 会議室 テキスト 1 必須チェック 値が選択されていること 標準の⼊⼒規則 MSG00001

2 開始⽇時 テキスト 1 必須チェック 値が設定されていること 標準の⼊⼒規則 MSG00002
3 終了⽇時 テキスト 1 必須チェック 値が設定されていること 標準の⼊⼒規則 MSG00003
4 開始⽇時 テキスト 2 ⼤⼩チェック システム最⼩⽇付より⼤きいこと 標準の⼊⼒規則 MSG00004
5 終了⽇時 テキスト 2 ⼤⼩チェック システム最⼤⽇付より⼩さいこと 標準の⼊⼒規則 MSG00005
4
5
6 相関項⽬チェック 開始⽇時 テキスト 1
7 終了⽇時 テキスト 1 前後チェック 開始⽇時が終了⽇時より前になっていること 標準の⼊⼒規則 MSG00006

予約するボタン押下時

予約するボタン押下時

タイミング

予約するボタン押下時

予約するボタン押下時
予約するボタン押下時
予約するボタン押下時

プロジェクト名
会議予約システム

業務名
予約管理

画⾯ID



更新者

データ
アクション 初期表⽰
1 ユーザ情報を取得し本画⾯の権限を確認

1 ログイン情報を取得する為、ユーザ共通クラスを呼び出す。
2 本画⾯を使⽤できるかの確認をする為、権限共通処理を呼び出す。

2 会議室データを読み込む
1 会議室情報から全データを取得する 会議室情報
2 取得した会議室情報から会議室の識別番号と会議室の名前を画⾯の会議室に設定する

3 予約情報を取得する
1 ログインユーザーを条件として、予約情報とユーザー情報を結合して取得しておき、 予約情報

予約情報リストに設定しておく

4 新規の場合
1 ログインしているユーザーを設定する

1 ログイン情報に持っているユーザーIDを画⾯の予約者IDに設定する
2 ログイン情報に持っているユーザー名を画⾯の予約者に設定する ユーザー情報

5 修正の場合
1 ⼀覧で選択された予約情報を検索して表⽰する 予約情報

1 指定された予約の識別番号を元に予約情報を検索する
2 取得した予約情報からユーザーIDを画⾯の予約者IDに設定する
3 取得した予約情報からユーザー名を画⾯の予約者に設定する
4 取得した予約情報から会議に参加するユーザーを画⾯の参加者に設定する
5 取得した予約情報から会議の⽬的を画⾯の⽬的に設定する
6 取得した予約情報から会議のタイトルを画⾯のタイトルに設定する
7 取得した予約情報から会議の開始⽇時を画⾯の開始⽇時に設定する
8 取得した予約情報から会議の終了⽇時を画⾯の終了⽇時に設定する

アクション 会議室選択時
1 選択された会議室がある場合

1 会議室情報から会議室の利⽤料⾦（1時間あたり）を取得して画⾯の「※利⽤料⾦」に表⽰する 会議室情報

アクション 会議室選択時または開始⽇時⼊⼒時または終了⽇時⼊⼒時
1 全ての項⽬が正しく選択または⼊⼒されている場合

1 利⽤料⾦（1時間あたり）×　時間に換算（終了⽇時 - 開始⽇時)　を計算し利⽤料⾦に表⽰する

アクション 予約するボタン
1 ⼊⼒値のチェック

1 新規の場合
1 利⽤料⾦が部の予算を超えているかチェックする

1 予約情報にログインユーザーと同じ部署の予約情報を検索し、利⽤料⾦を合計する ユーザー情報
2 ログインユーザーの部署を検索し、部署の予算を検索する 部情報
3 利⽤料⾦の合計と画⾯の利⽤料⾦を⾜した値が、部署の予算を超えていればエラーとして⼊⼒画⾯に戻る 予約情報
4 メッセージエリアに「部の予算を超えているため、会議室の予約ができません。」を表⽰する

処理№ 処理内容

作成⽇ 作成者画⾯ID 更新⽇
会議予約システム

プロジェクト名 業務名
予約管理 会議室予約登録画⾯

画⾯名



更新者

データ処理№ 処理内容

作成⽇ 作成者画⾯ID 更新⽇
会議予約システム

プロジェクト名 業務名
予約管理 会議室予約登録画⾯

画⾯名

2 ユーザーの予約数を超えているかチェックする
1 ログインユーザーの情報を検索し、ユーザーが予約できる会議室の数を取得する ユーザー情報
2 ログインユーザーが予約している予約情報を検索し、件数を取得する 予約情報
3 予約情報の件数に１⾜した数がユーザー情報のユーザーが予約できる会議室の数を超えていれば

エラーとして⼊⼒画⾯に戻る
4 メッセージエリアに「予約できる件数を超えているため、会議室の予約ができません。」を表⽰する

2 修正の場合
1 利⽤料⾦が変更されているか︖

1 変更されている場合、利⽤料⾦が部の予算を超えているかチェックする
2 予約情報にログインユーザーと同じ部署の予約情報を検索し、利⽤料⾦を合計する ユーザー情報
3 ログインユーザーの部署を検索し、部署の予算を検索する 部情報
4 利⽤料⾦の合計から変更前の利⽤料⾦を引いた値と画⾯の利⽤料⾦を⾜した値が、 予約情報

部署の予算を超えていればエラーとして⼊⼒画⾯に戻る
5 メッセージエリアに「部の予算を超えているため、会議室の予約ができません。」を表⽰する

2 登録
1 新規の場合

1 画⾯の⼊⼒内容をデータベースに登録する 予約情報

2 修正の場合
1 画⾯の⼊⼒内容をデータベースに更新する 予約情報


